
 
 
  
  
 
   
   
PRESS RELEASE 

 
平成 31 年 3 月 29 日 

 
国指定重要文化財の池田家文庫本「信長記」など 3 作 

インターネット上での無料公開を開始 

＜内容＞ 

岡山大学附属図書館で保管している池田家文庫本「信長記」（国指定重要文化財）は、「信長記」

諸本の中でも著者自筆かつ最も古いものとみなされており、織田信長研究における第一級の重要資

料として早くから知られています。平成 22 年に池田家より寄贈された「備藩邸考」は、池田家の

江戸藩邸に関する詳細な資料であり、原本である可能性が高いものです。小野文庫本「平家物語」

は、倉敷市玉島の小野家が所蔵していた書写資料で、現在に伝わる「平家物語」諸本中にない異文

や和歌も認められる、ユニークな作品です。 

 この度岡山大学附属図書館では、図書館振興財団の助成金を得て、これらを全ページデジタル撮

影し、その画像データの無料インターネット公開を 3 月 20 日から開始しました。公開にあたって

は国際標準となりつつある画像利用の共通規格 IIIF に対応し、誰でも自分のパソコンにこれら貴重

資料の画像をダウンロードして利用できるようになります。著作物などへの掲載も可能です。 

 これらの資料は従来インターネット上での公開はしていませんでしたが、研究者や愛好家が多く、

インターネット公開することは重要な意味を持つと思われます。また、IIIF 準拠とすることで、全

世界から手軽に画像利用ができるようになります。この度の事業により、研究の進展が大いに見込

めると考えられます。 

 画像データは、岡山大学附属図書館 HP 内の「古文

献ギャラリー」のページで公開しています。 

（URL： 

http://ousar.lib.okayama-u.ac.jp/ikedake/komonjo/ja） 

 
 

 
   

＜お問い合わせ＞ 

岡山大学附属図書館 学術情報サービス課 

主査 藤原智孝 

（電話番号）086-251-7322 

（FAX番号）086-254-6152 

（メール） fbg7322@adm.okayama-u.ac.jp 

岡山大学附属図書館で保管している、歴史的価値の非常に高い重要資料である池田家文庫本「信

長記」「備藩邸考」、小野文庫本「平家物語」の計 3 作について、全ページをデジタル撮影した画像

データのインターネット上での無料公開を 3 月 20 日から開始しました。 
 国際標準となりつつある画像利用の共通規格 IIIF に対応しており、これら貴重資料の画像を世

界中の誰もが自由にダウンロードして利用できるようになることで、研究の進展が大いに見込め

ると考えられます。 

 

 
 

岡山大学は、国連の「持続可能な開発目標（SDGs）」を支援しています。 


